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Ⅰ 施設等の概要 

１ 設置目的 

  市民の生活の向上及び文化の発展に資するため、歴史的文化的価値のある公文書及び資料類を 

 適正に保存し、かつ、有効に活用するとともに、市民生活の場に関する情報を中心とした統合的 

 な情報公開を推進することを目的とする。 

 

２ 事  業 

（１）川崎市情報公開条例に基づく公文書の開示及び情報の提供に関すること。 

（２）情報化社会に対応するための市民の研修活動の場の提供に関すること。 

（３）公文書及び資料類の収集、整理及び保存に関すること。 

（４）歴史的公文書等を利用に供すること。 

（５）歴史的公文書等の調査、研究及び普及活動に関すること。 

（６）市史に関すること。 

 

３ 組  織                        （令和６年４月１日現在） 

  館長    担当係長      職 員(1)    会計年度任用職員 

       （庶務・行政    （庶務担当）     文書等分類整理(3) 

        資料担当）              歴史的公文書等分類整理(2) 

        担当係長      職 員(1)     市史編さん準備・デジタル保存推進(2) 

       （市史編さん担当） （行政資料担当） 

 

４ 施  設 

  開  設：昭和５９年１０月１日 

  構  造：鉄筋コンクリート造 地下１階地上３階建 

  敷地面積：３，７８３．２０㎡ 

  延床面積：２，４５１．３８㎡（建築面積 ９８１．６２㎡） 

  書庫延床面積：１，２４５．６０㎡（書架総延長 １１．２７㎞） 

 

５ 公文書館開設経過 

 公文書館に求められる保存文書の利用目的（開館当初） 

 ①市民の知る権利を充足させるため、常に請求に応じ開示できるよう公文書の検索と閲覧機能 

 ②文書主管課から行政執行上の必要に応じ、何時でも迅速に閲覧できるように分類整理する 

 ③公文書の史的価値観に基づき適切に収集、保存、管理を行う。更に保存期間経過後の文書の 

  散逸を防ぐ 

 

   昭和５５年６月 川崎市情報公開準備委員会発足 

    情報公開制度の検討過程で、文書管理の徹底の必要性が指摘され、文書を一元管理する 

公文書館構想が持ち上がる。 

   昭和５６年３月  川崎市公文書館構想委員会設置 

   昭和５７年６月  総務局に情報公開準備室を設置 

   昭和５８年１月  建設着工（昭和５９年３月竣工 事業費約８億４千万円） 
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   昭和５９年１０月 川崎市公文書館条例施行、川崎市情報公開条例施行 

   昭和６０年    川崎市史編纂開始 

   昭和６１年１月  川崎市個人情報保護条例施行 

   平成 ７年    情報公開担当部門分離 

   平成 ９年    川崎市史編纂完了 

   平成１５年    文書管理システム稼働（公文書の電子化） 

   平成１９年    川崎市情報公開運営審議会諮問・答申（歴史的公文書について） 

   平成２０年    川崎市公文書館条例一部改正（歴史的公文書関係規定整備） 

 

６ 機  能 

（１）中間書庫としての文書管理 

  ア 公文書の保存期間満了前に公文書館が集中管理することにより、文書の検索機能や所在管 

   理を強化し、情報公開や行政利用に即応する。 

  イ 保存期間満了前の公文書の散逸を防止し、歴史的公文書への移行をスムーズに行う。 

 

（２）歴史的公文書等の収集、保存及び情報提供 

  ア 歴史を編むために必要な記録を保存し、閲覧に供する。 

  イ 行政評価の材料となる市政の施策等の記録を保存し、閲覧に供する。 

 

（３）歴史資料を教材とした各種講座・講演会を開催し、市民の川崎市の歴史・文化への関心を喚 

  起する。 

※館の開設当時は、情報公開制度の運営についても公文書館で行っていた。 

 現在は、総務企画局コンプライアンス推進・行政情報管理部行政情報課情報公開担当が行ってい

る。 

 

７ 保存文書数 

 ① 古文書等            ４，０３６点 

 ② 複製古文書           ３，４６７冊 

 ③ 歴史的公文書          ５，８２５簿冊  

 ④ 歴史図書           １２，９１６冊 

 ⑤ 戦災資料              ６００点 

 ⑥ 市政資料           ２３，０７８冊 

 ⑦ 公文書館保存公文書     １５２，９５６簿冊 

   第１種文書（３０年保存）   ４７，０６７簿冊 

   第２種文書（１０年保存）   ４２，７５９簿冊 

   第３種文書（ ５年保存）   ６３，１３０簿冊 

（令和６年３月３１日現在） 
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８ 書庫収蔵状況              

           （令和６年３月３１日現在） 

３階書庫 

・第１種文書(Ｈ５～Ｈ９年度) 

・第２種 まちづくり局宅地審査課文書 

・文書保存箱(第１種及び第２種) 

・保存期間延長文書及び保存箱(第１種及び第２種・第３種) 

・歴史的公文書 

・マイクロフィルム 

・古文書 

・市政資料 

２階書庫 

・第３種文書 

・文書保存箱(第３種) 

・市政資料 

中２階書庫 
・第２種文書 

・保存期間延長文書(第２種各市税事務所) 

１階書庫 

・第１種文書(Ｈ１０年度～、下水道事務所Ｈ５年度～) 

・第２種文書(交通局) 

・文書保存箱(第１種) 
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９ 平面図 
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Ⅱ 業務の概要 

１ 公文書館利用状況 

（１）年度別利用者数 

年度 
行政資料等 

閲 覧 

公文書公開 

情報提供等 
古文書閲覧 学 習 

公文書閲覧 

(職員) 
その他 合 計 

平成30年度 141 20 49 1,391 651 1,489 3,741 

令和元年度 154 22 42 1,312 728 1,254 3,512 

令和２年度 143 18 44 940 616 964 2,725 

令和３年度 148 9 92 720 604 1,116 2,689 

令和４年度 182 13 121 259 691 843 2,109 

令和５年度 111 29 113 327 695 1007 2,282 

（単位：人 ※公文書閲覧のみ件数） 注) 公文書公開等は、開示請求のほか情報提供請求を含む。 

 

（２）歴史的公文書閲覧、公文書開示請求、個人情報開示請求（件数） 

年度 歴史的公文書等閲覧 公文書開示請求 個人情報開示請求 

平成 30 年度 114 3 1 

令和元年度 115 4 1 

令和２年度 107 6 1 

令和３年度 105 22 0 

令和４年度 102 24 2 

令和５年度 112 26 0 

 

２ レファレンス利用状況 

令和５年度利用状況 

利用月 件数 主 な 内 容 

４ 月 ２ 
・川崎大空襲の死者や焼夷弾の数などを確認したい。 

・「旧向丘村役場文書」は川崎市公文書館が所蔵しているのか。 

６ 月 ２ 
・宮内水源地や浄水場に関する資料を閲覧したい。 

・常楽寺・春日神社周辺から出土した考古資料に関する資料を閲覧したい。 

７ 月 ７ 

・川崎市立工業学校が空襲を受けた事実はあるのか知りたい。 

・昭和１８年の「神奈川県下選抜中等野球大会」について知りたい。 

・川崎市の空襲被害がわかる写真資料を提供してほしい。 

・昭和４７年の定住外国人への国民健康保険適用に関する資料を閲覧したい。 

・昭和５０年の市営住宅入居資格の国籍条項撤廃と外国人への児童手当支給に関

する資料を閲覧したい。 

・平成８年の川崎市職員採用の国籍条項撤廃に関する資料を閲覧したい。 

・平成１１年に川崎市が川崎市環境影響評価に関する条例を制定する際に設置し

た「環境行政検討委員会」に関する資料を閲覧したい。 
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８ 月 ２ 
・大島国民学校の学童疎開に関する写真を閲覧したい。 

・高願寺（高元寺）に関する資料と寺子屋を開いた住職を知りたい。 

９ 月 ４ 

・橘樹郷の範囲が知りたい。 

・平成２～３年のフロンティアアドベンチャーキャンプとこの頃の川崎市による

中学生短期留学について知りたい。 

・平成３０年以降の教育委員会関係者と川崎市長の会談記録を閲覧したい。 

・川崎市中央卸売市場についての資料を閲覧したい。 

１１月 ２ 
・川崎市における大正時代の小学校教育について知りたい。 

・武笠味噌醤油醸造所に関する資料を閲覧したい。 

１２月 ３ 

・古文書読解の解釈を教えてほしい。 

・二ヶ領用水と三沢川の流路が交差したのはいつなのか知りたい。 

・中近世における撰銭令に関する資料を閲覧したい。 

１ 月 １ ・理髪業取締に関する資料を閲覧したい。 

２ 月 ２ 
・写真に写る学生の出身校を教えてほしい。 

・鶴見川社の製糸工場関係資料を閲覧したい。 

合 計 ２５  

 

３ 歴史的公文書等収蔵状況               （令和６年３月３１日現在） 

（１）歴史的公文書 年代別収蔵状況(冊) 

市 制 施 行 前 市 制 施 行 後 合  計 

１５７ ５，５４７ ５，７０４ 

注）市制施行（大正１３年７月１日）前には、施行後における市編入前の町村の文書を含む。 

 

（２）歴史的公文書 種別収蔵状況(冊) 

第１種文書 第２種文書 第３種文書 その他文書 合  計 

２，９７８ １，２８９ １，４２１ １６ ５，７０４ 

注）第１種文書（30 年保存）には、旧公文書管理規則における永年保存文書を含む。 

注）第２種文書は 10 年保存、第３種文書は５年保存、その他文書は記録・資料等文書分類のない文書 

 

（３）歴史的公文書（市制施行前） 町村別収蔵状況（冊） 

町  名 収蔵数 町  名 収蔵数 町  名 収蔵数 

川 崎 町 ２１ 大 師 河 原 村 ５ 田島村・田島町 ８ 

御 幸 村 １１ 住 吉 村 １４ 日 吉 村 １ 

高 津 村 １７ 中原村・中原町 １６ 橘     村 １ 

宮 前 村 ４ 向 丘 村 １５ 生 田 村 ２９ 

稲 田 村 ４ 柿生村外 1ヶ村組合 １０ 橘 樹 郡 役 所 １ 

 合   計 １５７ 

注）大正 12 年：田島村が田島町となる。 

注）大正 14 年：中原村と住吉村が廃止統合され中原町が誕生 

注）大正 15 年：橘樹郡役所が廃止される。 
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（４）その他資料 

項目 数量 単位 備   考 

電子歴史的公文書 ２，７２１ 冊  

マイクロフィルム ２，５４３ 巻 古文書、歴史的公文書等 

ポスター １０３ 点 記録として保存すべきと思われるもの 

 

４ 歴史・文化普及事業 

（１）古文書講座 

  ア 入門古文書講座（全３回） 30 名募集 応募者 50 名、受講者 28 名 

     期 日 令和５年８月 19 日・26 日・９月２日（土） 

     講 師 下田悠真（川崎市公文書館） 

     会 場 川崎市生涯学習プラザ会議室 

  イ 中級古文書講座（全３回） 40 名募集 応募者 29 名、受講者 29 名 

     期 日 令和５年 10月 22 日・29 日・11 月５日（日） 

     講 師 菊地悠介氏（川崎市市民ミュージアム学芸員） 

     テーマ 「大名の川崎宿止宿と関札－鍋島肥前守直正宿所関札狼藉一件－」 

     会 場 東海道かわさき宿交流館 

  ウ 古文書講座（特別編）（全８回 各４回×２部制：午前・午後の部） 

２４名募集 応募者 37名、受講者 26 名 

     期 日 令和６年２月３日・10 日・17 日・24 日（土） 

     講 師 下田悠真（川崎市公文書館） 

     テーマ 「明治・大正時代の歴史資料を読む」 

     会 場 川崎市公文書館 

 

（２）歴史講座 

令和５年 12 月 10 日（日）80 名募集 応募者 59名 受講者 37 名 

    演 題 「溝口村での醤油醸造業」 

    講 師 落合功氏（青山学院大学教授） 

    会 場 川崎市総合自治会館ホール 

 

（３）歴史講演会 

 令和６年３月９日（日）募集 100 名（先着順） 受講者 77 名 

    演 題 「将軍吉宗と川崎宿名主田中休愚」 

    講 師  白川部達夫氏（東洋大学名誉教授） 

    会 場 高津市民館 12 階大会議室 

 

５ 展示 

  ① 常設展示  「川崎市公文書館 －川崎市公文書館の役割－」 

  ② 常設展示  「川崎市域の変遷 ～川崎市の成り立ちとその広がり～」 

  ③ 常設展示  「公文書の変遷 ～近世から近現代まで～」 

  ④ 企画展示  －あなたに伝えたい記録と記憶 公文書館所蔵資料から－ 

第 15 回「関東大震災と川崎の復興」 

令和５年４月１日（土）から９月 30 日（土）まで 
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    第 16 回「石井泰助とその時代～近代川崎の発展過程～」 

令和５年 10 月１日（日）から３月 31 日（日）まで 

  ⑤ 特設コーナー 

「徳川家康の時代における川崎」 

令和５年１月４日（水）から 12月 28 日（木）まで 

「川崎市誕生の時代を学ぼう！」 

令和６年１月４日（木）から６月 30 日（日）（予定） 

⑥ 小展示  

  「川崎市公文書館所蔵資料から見る明治日本～相浦紀道宛て谷干城書簡を読む」 

   令和５年２月 15日（水）から 12月 28 日（木）まで 

「川崎市公文書館所蔵資料から見る明治日本～仁礼景範夫妻宛て柳原前光夫妻 

書簡を読む」 

令和６年１月４日（木）から６月 30 日（日）（予定） 

 

６ 館外展示（場所 川崎市平和館：川崎市平和館との共催事業） 

  「戦時下の市民生活と川崎大空襲」「防空認識と焦土の現実」 

   令和６年３月 10日（日）から５月 15 日（水）まで 

 

７ 現用公文書の引継状況（令和５年度現用公文書引継） 

（１）市長事務部局 

第 1 回 ７月 ７日 総務企画、財政（収納対策部）、経済労働、危機管理本部 

会計室、市民オンブズマン 

第２回 ７月 20 日 財政（本庁分および市税事務所）、健康福祉（パレール） 

第３回 ８月 ３日 市民文化、環境、まちづくり、建設緑政、港湾、 

臨海部国際戦略本部 

第４回 ８月 18 日 こども未来、建設緑政 

 

（２）区役所 

川崎区 10 月５･６日 幸 区 ９月 14 日 中原区 ９月 29 日 

高津区 ９月 27 日 宮前区 10 月 ４日 多摩区 ９月 ６日 

麻生区 ９月 21 日  

 

（３）他任命 

上下水道局 10 月 25 日 消 防 局 10 月 19 日 

交 通 局 10 月 19 日 教育委員会 10 月 24 日 

病 院 局 10 月 24 日 人事委員会 10 月 25 日 

監査事務局 10 月 19 日 選挙管理委員会 10 月 25 日 

議 会 局 10 月 27 日 固定資産評価審査委員会 10 月 31 日 

農業委員会 10 月 19 日 
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８ 公文書館保管簿冊数 

  公文書館保管文書は増加が続いているが、平成 26 年度以降、所管課から公文書館に引継がれ 

 る簿冊が急激に増加した。 

 １種 ２種 ３種 計 前年比増減数 

平成 30 年度末 37,717 34,950 50,660 123,327 5,391 

令和元年度末 39,151 36,311 53,500 128,962 5,635 

令和２年度末 40,875 37,500 55,417 133,792 4,830 

令和３年度末 41,883 38,030 56,710 136,623 2,831 

令和４年度末    a 44,246 40,067 58,439 142,752 6,129 

令和５年度廃棄文書 b 850 4,116 15,940 20,906  

令和５年度引継文書 c 3,671 6,808 20,631 31,110  

令和５年度末    d=a-b+c 47,067 42,759 63,130 152,956  

前年比増減数     d-a 2,821 2,692 4,691 10,204 10,204 

 

９ 現用公文書の廃棄 

（１）廃棄業務日程 

実 施 日 廃 棄 量 

第１回 ６月 22 日 17,730kg 

第２回 ７月 ５日 18,180kg 

第３回 12 月 ６日 12,160kg 

計 48,070 ㎏(20,906 簿冊、1,154 箱) 

 

（２）廃棄量の推移 

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

45,150kg 57,760kg 39，990kg 42,970kg 48,070kg 

 

１０ 広報事業 

（１）公文書館ホームページ 

   https://www.city.kawasaki.jp/shisei/category/288-3-4-0-0-0-0-0-0-0.html 

   ・公文書館について、公文書館リンク集、公文書館関連規定、出版物、利用案内、展示案内、

所蔵文書、講座案内、川崎市史（市制１００周年記念版） 

 

（２）見学 

   令和５年８月３日（木） 西宮市 
 

 

 

 

https://www.city.kawasaki.jp/shisei/category/288-3-4-0-0-0-0-0-0-0.html
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１１ 連携事業 

（１）インターンシップ 

   令和５年９月１日（金）～９月７日（木）まで（実日数５日） 

   学生２名（東海大学、法政大学） 

   概要説明、古文書解読実習、配架実習、関連施設見学など 

 

（２）体験学習・職業体験 

   令和５年 11 月 15 日（水） 

   西中原中学校（生徒５名） 

   概要説明、ミニ歴史・古文書講座、資料整理、パンフレット配架、目録作成など 

 

１２ 駐車場貸付事業 

（１）目的 

   市有財産の有効活用による財源確保と適正な駐車場利用を目的とする。 

   なお、公文書館利用者に限り、入庫から 60 分までは駐車料金を免除する。 

 

（２）借受者の選定方法 

   プロポーザル方式による借受者の公募により選定 


